
2022年度実カテスト(基礎物理問題 )

2023年 1月 20日 (金 )

11:00～ 12:00  60分

解答上の注意

・ 問題は全部で2題ある。全てに解答すること。

・ すべての解答用紙に学生番号口氏名を記入すること。

口 解答用紙の所定欄に問題番号を記入し、一枚の解答用紙に一間の答案を記入

すること。ただし、解答欄が不足する場合は裏面を使つてよい。その場合にはそ

の旨を表面に明記すること。

・ 解答用紙はすべて提出すること。

・ 途中退出は不可とする。



基礎物理問題1基礎物理数学

解答には途中の計算経過、および論理も明確に記すこと。もし、問題に不充分な点、

誤った点があれば、その点を明記した上で自分で問題を修正し解答せよ。

関数∫(″)=1+″ を″=0の周りで″2の次数までテイラー展開せよ。

αを正の実数とする。以下の積分の結果を示せ。または計算せよ。
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3,Pは 0でない実数、T=(z,ν ,Z),ムT=(乙″,ムν,乙z)で あり

∫(r)=ITIP=(″
2+ν2+z2)P/2

とする。∫(r十 ムT)を ムrの一次まで展開し、P,r,lγ l,ムγにより表せ。

4.α ,bを実数とする。ベクトル場

Ⅵ錆a=(裔
「

島 →
の (0,b,0)か ら (b,0,0)に向かう直線に沿っての線積分を計算せよ。
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基礎物理問題2カ学 1/1

地上で自由落下する物体に働 くコリオリカを考える.下図は、北極と南極を通る地球の断

面とし、地球の緯度入(>0)の地表での自由落下運動を考える.z軸は地表に対して垂直、

ν軸は北側、そして、χ軸は紙面の奥方向に定義し、(∬ ,ν,Z)は、地表に固定した地球と

ともに回転する座標系とする (下図参照).こ の座標系での質点の位置ベクトルをr,地球

自転の角速度をω、そして、重力加速度を gと する.た だし、ωの 2次のオーダーの量

(例 えば、遠心力)は無視する.

(1)地球の自転とともに回転する観測者から見た、質量γ孔をもつ質点の運動方程式を書け.

(2)″ ,ν ,Z成分それぞれの運動方程式を書け.

(3)コ リオリカが重力に比べて非常に小さく、また、速度のχ成分とν成分はその z成分

に比べて非常に小さいとして、(2)の運動方程式の x成分とz成分を近似せよ.

(4)時刻ι=0で質点が地表からの高さんから落下したとして (質点の″成分の初期位置は

π=0と する)、 運動方程式を解き、
"の

軌道の式を示せ

(5)(4)の 結果を踏まえて、

べよ.

コリオリカにより自由落下の軌道はどのように変化するか述
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